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S
D
G
s
の
達
成
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
団
体
、

事
業
者
な
ど
の
多
用
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー（
関
係
者
）

が一緒
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

個
々
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に
加
え
、
多
様
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
つ
な
が
り
、
互
い
に
関
係
性
を
持

ち
な
が
ら
S
D
G
s
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、

地
域
課
題
の
解
決
や
新
た
な
発
想
の
創
出
が
生
ま
れ
、

こ
れ
ま
で
想
像
で
き
な
か
っ
た
よ
う
な
活
動
が
起
き
、

新
た
な
道
も
拓
か
れ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
相
互
の
連
携
・
協
力
に
よ
る
取
り
組
み
を

生
み
出
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、「
飛
驒
高
山
S
D
G
s
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ン

タ
ー
」を
令
和
4
年
5
月
16
日
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
さ
れ
る
細
田
衛
士
さ

ん（
東
海
大
学
副
学
長
）に
委
任
状
が
交
付
さ
れ
た
後
、

経
済
、
社
会
、
環
境
の
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
委

員
に
よ
る
取
り
組
み
事
例
の
紹
介
や
、
S
D
G
s
推
進

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
あ
る
中
部
大
学
を

交
え
た
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
S
D
G
s
未
来
都
市
計
画
に
掲
げ
る「
世

界
を
魅
了
し
続
け
る〝
国
際
観
光
都
市 

飛
驒
高
山
〞の
実

現
」に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
大
変
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
を

S
D
G
s
推
進
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し

て
、
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
連
携
を
深
め
、

S
D
G
s
の
取
り
組
み
を
促
進
し
ま
す
。
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S
D
G
s
活
動
の
活
性
化

 
 （

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
連
携
促
進
）

 

・ 

飛
驒
高
山
S
D
G
s
パ
ー
ト

ナ
ー
登
録
制
度
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S
D
G
s
の
気
づ
き
、
き
っ
か
け

づ
く
り

 

・ 

私
な
り
の
S
D
G
s
宣
言
制
度

活
動
内
容
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S
D
G
s
に
関
す
る
普
及
啓
発
・

情
報
発
信

 

・ 

市
HP
、
S
N
S
な
ど
に
よ
る
情

報
発
信

 

・ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催

 

・ 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
コ
ン
テ
ン
ツ

の
作
成　
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